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図３ フィラメントの検出例 図４ 作業時間の短縮効果 

そだてる研究室事業 

図２ 樹脂包埋後の試料 

図１ カウントのフロー 
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従来、糸のフィラメント(単繊維)数をカ

ウントするために時間がかかる、取り扱い

中の脱落による誤差が発生するといった課

題がありました。そこで、時間を短縮しつ

つ、誤差が少なくなる、新たなカウント方

法を開発しました。 

 

 
糸の断面を観察するため糸を樹脂で包埋

した後、断面を研磨しました。金属顕微鏡

により、断面のディジタルデータを取得

し、画像処理プログラム又は AI（畳み込み

ニューラルネットワーク）を使ってフィラ 

 

 

 

 

 

メント糸断面の検出とカウントができるか

検討しました。また、従来の方法に対する

作業時間の短縮効果を検証しました。 

 

 

その結果 AI（YOLO）を用いることで、

従来に比べて、作業時間を約 50%短縮で

きることが分かりました。また、樹脂包埋

することによって取り扱い中の脱落を防止

できるため、検査の信頼性が向上しまし

た。 

一方で現状では、断面が円形である糸に

しか活用できません。今後は様々な形状に

対応できるように適用範囲を広げていきた

いと考えています。 
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結果・まとめ 

詳細な試験研究報告書はこちら！ ハイテクプラザ 試験研究報告書

・「画像処理によるフィラメント数のカウント方法の開発」 
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